
中央小学校のとりくみ

令和７年度 言語能力をはぐくむモデル校
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貝塚市立中央小学校
児童数 579名

学級数 25クラス（支援学級7クラス含む）
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1.研究テーマの設定

自分の言葉で話せ、友だちの意見も聞ける子
をはぐくむ

学校教育目標

「認め合い・伝え合い・高め合い」

R5～

R5～

R7年度は言語能力をはぐくむモデル校として研究
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2.言語能力をはぐくむモデル校として

➀どの教科でも言語能力をはぐくむという視点
をもって授業改善

②読書量を増やす取り組み
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3.研究内容

➀自分の考えを広げる話し合い活動

②単元を貫く言語活動の設定

③並行読書を取り入れた学習活動
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授業改善

研究授業

自主研修教材分析会

市教育センター
顧問による授業
参観＆指導助言

SE通信
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授業改善

国語で身に付けた言葉の力

ほかの教科

算数
考えを説明する

理科
実験のまとめ

家庭
献立の理由

生活科
観察カード

社会・総合
調べたことをまと
める・発表する

外国語
経験を伝える

図工・音楽
鑑賞カード

体育
チームで作戦
を立てる

道徳
ふりかえり
話し合い
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授業改善

読む話す

聞く書く

（言語活動）

知識・技能

思考力・判断力・
表現力

言語活動を通し
て、深い学びを
進める

力をつけること
で言語活動にも
前向きに
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知識・技能の定着

宿題を通して

宿題の丸付けは担任外も協力してできる体制に

火曜から金曜は朝学

漢字の学習や計算のプリント、読解プリント
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知識・技能の定着

寺子屋タイム

給食の準備の時間 当番でない児童

CSJ

木曜の下校の時間 宿題をして帰れる

地域のボランティアの方の協力
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単元を貫く言語活動の設定（国語）

単元の初めの１時間に単元全体の計画を確認

単元計画は教室に常時掲示

付けたい力（指導事項）に応じた言語活動の検討
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並行読書を取り入れた学習活動

教科書教材で学んだことを並行読書教材にいかす

登場人物の気持ちの変化とその
きっかけについて読む力を学ぶ

同じように自分の選んだ教材
でも読んでいく

教科書教材 並行読書教材

ごんぎつね 巨男の話
二匹の
かえる

てぶくろを
買いに

新美南吉作品

13



並行読書を取り入れた学習活動

読書を通して他者とつながる

自分の考えを伝える

同じ本を読んでいる人同じ本を選んでいる人

目的をもって話し相手を選ぶ
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図書館事務、学校司書との連携

中学校区や市民図書館から並行読書教材など
の資料を収集

学校図書館の利用に関する研修（職員向け）
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学校図書館の活用

図書館の環境整備

月曜の朝学・隙間時間の読書

ビブリオバトルの実施

居場所としての図書館→地域の方の協力
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研究の成果
アンケート ・ 貸し出し冊数より

R7 ３月 R7 10月

話のつながりを意識し、大事なことを考えて、
読んだり聞いたりしている。 76.5％ 84.7％

自分の考えを伝えるとき、相手や目的などを意
識して書いている。 77.2％ 84.1％

自分がなぜそう考えたのかを相手に伝えるこ
とができる。 89.6％ 90.1％

ふだん１日に教科書以外の本を全く読まない。
（不読率） 34.5％ 32.6％

以前より読書への興味が高まった。 66.5％ 77.5％

学校図書館 貸し出し冊数（10月末時点） 508２冊 9065冊
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研究の成果・課題 学力調査より

令和６年度 令和７年度

国語 0.88 0.91 全国平均を1としたとき

〇総合・学級活動・道徳

●生活習慣
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まとめ
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•「言語活動を授業の中心に据えること」が、学び全体を
支える基盤であることを実感

•国語科で培った力を他教科へつなげ、学びを広げる

•子どもたち一人ひとりの「ことばの力」を育む教育を継続


